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近年、歴史的価値の高い土木施設について、まちづくりへの活用を視野に入れた多面的な評価が高まる

中、土木施設等に係る伝統的工法に関する情報の蓄積が求められている。本研究では、全国の土塀・石塀

を対象に、各工法の技術的な特徴に関する情報の収集・整理を行うとともに、その地域的な特徴を分析し

た。その結果、各工法の技術的な特徴に基づく類型を提示するとともに、地理的、社会的要因に応じた地

域的な特徴が確認された。 
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1. はじめに 

 

平成20年に「地域における歴史的風致の維持及び向上

に関する法律」（以下、歴史まちづくり法）が成立して

以来、歴史的町並みや地域固有の生活様式・伝統行事を

活かしたまちづくりの取り組みが、全国各地で活発化し

ている。平成27年3月現在、歴史的風致維持向上計画の

認定を受けた全国49の市町村では、国の支援の下、個性

的な歴史まちづくりの取り組みを展開している。国土技

術政策総合研究所では、こうした全国における歴史まち

づくりの取り組みを支援するべく、歴史まちづくり法の

運用改善に資する技術的支援や調査研究を行ってきた。 

近年、歴史的価値を有する土木施設に対する評価が高

まる中、まちづくりへの活用を視野に入れた多面的な土

木遺産の評価が求められている。その際、鉄道や橋梁と

いった狭義の土木施設だけでなく、町並みを構成する環

境物件や建築外構をはじめとする広義の都市インフラも

含め、整備と補修を検討することが重要である。また、

城石垣や掘割等の歴史的価値の高い土木施設の修復・復

元だけでなく、一般的な土木施設についても、その整備

を通じて地域の歴史的価値を高める必要があると言える。 

地域の歴史的価値の維持・向上に貢献するような土木

施設の補修・整備を検討する上で、施設自体及び周辺環

境の歴史的価値を考慮した工法の選択が必要とされる。

その際、採用された工法が、地域固有のものであること

（真実性）と、周辺景観へ配慮したものであること（意

匠性）が、地域の魅力を高める上で非常に重要である。

この内、真実性については、地域固有の伝統的工法に関

する情報が、判断の拠り所として不可欠となる。 

土木施設等の伝統的工法に関する情報は、個別の地域

や施設については蓄積があるものの、これを横断的に整

理・分析した研究は非常に少ないのが現状である。そこ

で、本研究では、土木施設等に係る伝統的工法の内、市

街地の町並みを構成する塀・垣類に着目し、全国的な情

報の収集・整理を行った上で、技術的な特徴に基づく類

型化と、地域的な特徴の分析を試みた。 

 

2. 工法の技術的特徴と地域的特徴 

  

平成25年度は西日本、平成26年度は東日本を中心に、

塀・垣類の伝統的工法に関する文献調査と、識者に対す

るヒアリング調査を行った。（表-1） 

伝統的工法を用いた塀・垣類は、土塀、石塀、板塀・

竹垣・生垣・屋敷林、煉瓦塀の４つに大きく分類するこ

とができる。今回、土塀、石塀を対象に分析を行い、技

術基盤が土木ではなく造園に由来する板塀・竹垣・生

垣・屋敷林と、西洋起源で時代区分が他と異なる煉瓦塀

については、別の機会に分析を行うものとする。 
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表-1 本研究の主なヒアリング先（敬称略） 

 

 (1) 土塀 
土塀は、その形態と名称が多様であるとともに、関連

用語の定義が不明確であることが、横断的な研究を進め

る上での妨げとなっていることが指摘される。そこで、

本研究ではその造り方に応じて、塗り塀、築地塀、練り

塀の３つに大きく分けて整理した。 

①塗り塀 

竹などを組んだ下地（木舞）に土をつけて（荒壁、中

塗り）、仕上げ（上塗り）を施したものを「塗り塀」と

称する。塗り塀は表面の仕上げによって、土壁、砂壁、

漆喰壁、なまこ壁等に分類される。 

②築地塀 

型枠を作り、その中に粘土や砂利を入れ、突き固める

行為を繰り返し、下から順次築き上げる版築工法を用い

て造られる塀を「築地塀」と称する。築地塀には、京都

御所の筋塀のように、特殊な工法が存在する。 

③練り塀 

土塊、瓦、煉瓦、土管、野石などを、粘土や赤土を間

に詰めながら積み上げて造る塀を「練り塀」と称する。

主材料が必ずしも土ではないという点において、石塀や

 

土塀
石積塀

土塀石積塀混在

凍害の為、土塀が伝承されなかった
→屋敷林・板塀・キヅマ等が用いられた

畿内を中心に発達、各地に伝わる

各地の地場石材を用い
石材に適した造りの塀

本州様式（穴太積）の石積み塀

琉球様式の石積み塀

滋賀県坂本発祥、各地に伝わる

土塀・石塀（各種文献より）

1

34

32

15-18

8

36

21

25

6

27

7

2

5

9-11

30

1328,29

33

4

12

1923

37

20

40

14

22
35
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 9　石川県　
    金沢市　長町武家屋敷　土塀

10　石川県　
    金沢市　東山　土塀

11　石川県　
    金沢市　金沢城 なまこ壁造りの土塀

 1　岩手県　
    盛岡市　志波城跡　築地塀

 2　岩手県　
    奥州市胆沢区　キヅマ塀

 4　山形県　
    鶴岡市　風間家　板塀

 5　栃木県　
    宇都宮市大谷町　大谷石の石積塀

 6　東京都　
    台東区　観音寺　瓦塀

 8　東京都　
    大島町泉津　泉津集落の石積塀

 7　静岡県　
    松崎町　なまこ壁造りの土塀

 3　秋田県
　　仙北市角館町　武家屋敷　黒板塀

26

31

24

12　愛知県　
    名古屋市　熱田神宮　瓦塀　（信長塀）

13　愛知県　
    常滑市　土管塀

14　三重県　
    桑名市　旧諸戸氏庭園　土を塗り重ねた牆壁

15　京都府　
    京都市　御所　筋塀

16　京都府　
    京都市　三十三間堂　土塀　（太閤塀）

17　京都府　
    京都市　大徳寺　瓦塀

18　京都府　
    京都市　史跡教王護国寺　築地塀

19　和歌山県　
    南海市　紀州青石の石積塀

25　岡山県
    備前町　閑谷学校　石積塀

27　山口県
　　上関町　祝島　練り塀

28　山口県
　　萩市　土塀

29　山口県
　　萩市　石積塀

26　島根県
　　津和野町　殿町通り　白壁塀

20　徳島県
    阿波町　砂岩の石積塀

21　高知県
    吉良川町　いしぐろ

22　高知県
    奈半利町　いしぐろ（玉石半割）

23　愛媛県
　　松山市　砂岩の腰積+土塀

24　愛媛県
　　八幡浜市保内町旧川之石浦庄屋二宮家住宅石塀

●塀の分類 土塀

練り塀

石積塀

築地塀
筋塀
瓦塀
なまこ壁造りの塀
（特殊）博多塀、トンバイ塀、土管塀

その他

（石積塀と土塀の中間　高知の「いしぐろ」、祝島の「練り塀」）

（地場産石材ごとに特色有り）

板塀
（レンガ塀）
（特殊）キヅマ塀

土を塗り重ねた牆壁

30　長崎県
　　対馬市厳原　石積塀

32　福岡県
　　福岡市　博多塀

33　大分県
　　別府市　別府石の石積塀

34　佐賀県
　　有田町　トンバイ塀

36　鹿児島県
　　南さつま市加世田　石積塀

37　鹿児島県
　　鹿児島市　鹿児島県民教育文化研究所　石積塀

40　沖縄県
　　中頭郡北中城村　中村家住宅
　　琉球石灰岩の石積塀

35　長崎県
　　五島市武家屋敷　福江武家屋敷　石積塀（切石+玉石）

31　福岡県
　　太宰府市　水切りを持つ土塀

38　鹿児島県
　　南九州市 知覧　石積塀

39　鹿児島県
　　喜界島　珊瑚石灰岩の石積塀

39

38

図-1 土塀・石塀の地域的特徴 

氏　名 所属 所在地
矢野 和之
小幡 一之
鈴木 光 鈴木建塗工業(株) 東京都杉並区
浅原 雄三 (株)しっくい浅原 京都府京都市
荒木 富士男 (株)富士工舎 福岡県那珂川町
竹岡 義和 竹岡左官 徳島県板野町
中田 正起 (株)イスルギ大阪支店 大阪府大阪市
吉村 収司 吉村左官工業㈱ 石川県金沢市
中村 康 ㈱イスルギ 石川県金沢市
関 文夫 日本大学理工学部 東京都千代田区
粟田 純司 (株)粟田建設 滋賀県大津市
小林 善勝 (株)小林石材工業 東京都港区
松本 勝蒋 (株)松本建設 佐賀県唐津市
西川 禎亮 中村石材工業(株) 大阪府大阪市
漆原 修 ㈱北都エンジニヤリング 北海道札幌市

真田 純子 徳島大学大学院
ソシオテクノサイエンス研究部

徳島県徳島市

野村 徹郎 (一社)日本造園建設業協会 東京都文京区
飛田 範夫 長岡造形大学（元） 新潟県長岡市
井上 剛宏 (株)植芳造園 京都府京都市
小林 正典 (株)小林造園 京都府京都市
松田 正則 金秀グリーン(株) 沖縄県那覇市
野々市 芳朗 (有)野々与造園 石川県金沢市
長谷川 直司 (独)建築研究所 茨城県つくば市
小野田 滋 公益財団法人鉄道総合技術研究所 東京都国分寺市
米澤 照二 米澤煉瓦㈱ 北海道江別市
畠山 文男 ㈱畠山レンガ施工 北海道江別市

土塀

板塀・
竹垣・
生垣・
屋敷林

煉瓦塀

工法
対象者

全般 (株)文化財保存計画協会 東京都千代田区

石塀
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煉瓦塀等の一種とする見方もある。廃材をはじめ、地域

に存在する利用価値の低い素材が組積材に用いられるこ

ともあり、素材に応じた地域固有の工法が多数存在する。 

○地域的な特徴 

土塀の基本的な造り方そのものについては、地域的な

差は乏しいものの、土や石灰の種類、配合について地域

的な違いがあり、それが意匠にも現れているものと考え

られる。土塀は畿内を中心に発達し、全国各地へと伝播

していったが、東北以北へは凍害のために伝わらず、代

わりに板塀・屋敷林等が用いられた。また、各種練り塀

をはじめ、地理的、社会的条件に応じた、地域特有の特

殊な工法が確認されており、その一部を図-1に整理した。 

 

(2) 石塀 
伝統的な石積み構造物は、①城郭等の高石垣、②河

川・港湾の護岸、③武家屋敷等の石垣、④農村のしし垣、

棚田・段畑の石積みの４つに大きく分類することができ

る。その施工は、①は穴太衆に代表される専門の石工集

団、②・③は町の職人、④は農民というように、技術的

熟度の異なる集団・個人によって担われてきた。 

石積みの工法については、石材の加工度、積み方、裏

込めの方法に基づく体系的な整理を行った上で、各工法

の地域的な特徴を分析した。（図-2） 

 

図-2：石積み工法の類型 

 

○地域的な特徴 

石材の流通や工具の進化が進んだ今日、ほぼ全ての工

法が全国で適用されていることが確認された。一方、伝

統的には地場の石材を用いるのが基本であったことから、

阿波青石の往復積み、戸室石の亀甲積み、大谷石の柾積

み・平積みをはじめ、材料の性格に由来する地域固有の

技術が存在することが調査を通じて確認されており、そ

の一部を図-1に整理した。 

石塀については、工法を左右する主な要因である石材

の分布に着目し、「本邦産建築石材（1921）」と「石材

産業年鑑（2014）」に記載された、国内の主要な採石場

をプロットし、国内の採石場の変遷を分析した。（図-3） 

 まず、全国的に堆積岩と変成岩の採石場が大きく減少

していることが分かる。背景の一つとして、かつて建築

内外装材として多く利用されていた大理石の需要が減っ

たことが考えられる。一方、花崗岩については、瀬戸内

地方のみかげをはじめ、一致する採石場が多い。これは、

庵治石に代表されるブランド石が多く、墓石としての御

影石の利用が継続していることによるものと推測される。

また、滋賀県一帯や九州地方北部のように、局所的に採

石場が著しく減少している地域も確認された。 

こうした石材生産の構造的な変化は、地場産の石材利

用に根差した伝統的工法のあり方に、少なからず影響を

与えたものと思われる。 

 

3. まとめ 

 

本研究では、土木施設としての土塀・石塀について、

その伝統的工法について、技術的な特徴を整理するとと

もに、その地域的な特徴を分析した。その結果、各工法

の技術的な特徴に基づく類型を提示するとともに、地理

的、社会的要因に応じた地域的な特徴が確認された。一

方、土塀・石塀ともに塀の基本的な造り方自体について

は、地域的な差がそれ程確認されなかったことや、石や

土といった素材の性格に応じた細かな工法の違いについ

て確認できなかったことなど、課題も残った。 

そこで、今後の展開として、全国から更なる事例の収

集・整理を行うとともに、①素材の生産地と供給先の関

係、②工法に応じた道具の生産と普及、③技術が伝承・

伝播される過程について、調査・分析を検討している。

また、同様の調査・分析を、板塀・竹垣・生垣・屋敷林、

及び煉瓦塀についても行う予定である。 

 

謝辞：本研究のヒアリング調査にご協力頂きました皆様

に、この場を借りて厚く御礼申し上げます。 
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図-3：国内の主な採石場の分布（1921年・2004年） 

  

採石場（本邦産建築石材,1921） 85　京都府
　　しらかは石

86　京都府
　　宇治石及茶臼石

87　京都府
　　みかげ

88　大阪府
　　和泉石､青石

89　和歌山県
　　いしばい石

90  兵庫県
　　ほんみかげ

124 島根県
　　荒島石

125 島根県
　　來待石

126 島根県
　　石膏

128 広島県
　　ももしまみかげ

127 島根県
　　福光石

129 広島県
　　をのみち石

130 広島県
　　河内みかげ

131 広島県
　　みかげ

132 広島県
　　みかげ

133 広島県
　　みかげ

134 山口県
　　徳山石

135 山口県
　　みかげ

136 山口県
　　みかげ

137 山口県
　　薄雲

138 山口県
　　紫金石、赤間石

123 岡山県
　　北木みかげ

107 石川県
　　水田丸石、瀧ヶ原石、
    菩提石(蜂の巣)

109 福井県
　　大理石

108 福井県
　　福井石、笏谷石、青石

110 福井県
　　疋田みかげ

111 滋賀県
　　みかげ

112 福井県
　　白、白縞、鼠縞、
    白巌大理石(白砂石)

113 京都府
　　みかげ

114 兵庫県
　　今津石、楽々浦石

115 岡山県
　　犬島みかげ

116 岡山県
　　まぎみかげ

117 香川県
　　直島(ﾅｵｼﾏ)石

118 岡山県
　　みかげ

119 岡山県
　　まんなり

120 香川県
　　よしまみかげ

121 岡山県
　　みかげ

122 岡山県
　　みかげ

139 福岡県
　　みかげ

140 福岡県
　　みかげ

141 福岡県
　　みかげ

142 福岡県
　　みかげ

143 佐賀県
　　みかげ

144 熊本県
　　みかげ

145 熊本県
　　みかげ

146 熊本県
　　島崎石

147 熊本県
　　九州みかげ、三角石

148 熊本県
　　大島石

149 熊本県
　　白島石

150 鹿児島県
　　黒みかげ

102 広島県
　　大理石、白石

 91 兵庫県
　　みかげ

 92 香川県
　  福田みかげ

 93 香川県
　　みかげ

 94 香川県
　　みかげ

 95 香川県
　　小瀬みかげ

 96 徳島県
　　うみいし

 97 香川県
　　あじ石

103 愛媛県
　　大理石、めひかり石

104 新潟県
　　蛇紋岩、蠟石

105 富山県
　　粗粒大理石

106 富山県
　　ヲニックス、マーブル
    (舊名デボンシャマーブル)

 98 徳島県
　　ろう石

 99 香川県
　　あをき石

100 愛媛県
　　大鳥石

101 高知県
　　大理石

72　愛知県
　　みかげ

73　愛知県
　　みかげ

74　愛知県
　　三州みかげ

75　愛知県
　　石灰石

76　愛知県
　　幡豆石

77　岐阜県
　　紅縞

78　三重県
　　千種石

79 三重県
　　石灰石(大理石)

80  滋賀県
　　長福寺みかげ

81  滋賀県
　　みかげ

82  三重県
　　みかげ

83  滋賀県
　　田ノ上みかげ

84  奈良県
　　大理石

71　岐阜県
　　鵜沼石

70　静岡県
　　三輪石(三輪青石)

65　静岡県
　　カタ石、田中山石田京石等

66　静岡県
　　月出石、船原石

67　静岡県
　　立棒石

68　静岡県
　　安良里石

69　静岡県
　　井田石、伊豆みかげ

 1　青森県
    野内石(安山岩)

 2　青森県
    兼平石

 3　青森県
  　白大理石

 4　岩手県
  　くろみかげ

 5　岩手県
  　白大理石

 6　秋田県
  　寒風石立石

 7　岩手県
  　桃色みかげ

 8　秋田県
  　院内石

 9  宮城県
  　大理石

10  岩手県
  　折壁みかげ

11　宮城県
　　スレート(玄昌石)

12　宮城県
　　スレート

13　宮城県
　　稲井石、仙臺石

14　山形県
　　山寺石

15　山形県
　　大笹生石

16　宮城県
　　山田みかげ

17　福島県
　　みかげ

18　福島県
　　みかげ

19　福島県
　　くろみかげ

20　福島県
　　白みかげ

21　福島県
　　霞大理石

22　福島県
　　江持石、須賀川石

23　福島県
　　白河石

24　福島県
　　紅みかげ

25　茨城県
　　白寒水石又ハ大理石

26　茨城県
　　斑石

27　茨城県
　　白大理石

28　栃木県
　　瀧ノ澤石

29　栃木県
　　大谷石(立岩石寺澤石ヲ含ム)

30　栃木県
　　深岩石、鹿沼石

31　茨城県
　　春園石、岩船石

32　茨城県
　　いなたみかげ

63　静岡県
　　澤田石、澤田青石

64　静岡県
　　横根澤石

61　静岡県
　　嶽山石

62　静岡県
　　小川澤石

60　神奈川県
　　白丁場、白石
　　(相州みかげ)

59　神奈川県
　　兎澤本小松及新小松
　　(城口）

40　千葉県
　　銚子石、銚子砥

41　千葉県
　　房州石(天神山)

42　千葉県
　　房州石(金谷)

43　千葉県
　　房州石(元名石)

44　埼玉県
　　蛇紋岩（旧名鳩糞石）

45　群馬県
　　里見石

53　長野県
　　 平石、上諏訪鐵平石、
　　 板石、ヘゲ石

54　長野県
　　みかげ

55　長野県
　　をんじゃく石

56　神奈川県
　　本小松及新小松

57　神奈川県
　　本小松

58　神奈川県
　　新小松

33　茨城県
  　中みかげ

34　茨城県
　　常陸小みかげ

35　茨城県
　　中みかげ

36　茨城県
　　中みかげ

37　茨城県
　　みかげ

38　茨城県
　　小田みかげ

39  栃木県
　　瀧ノ澤石

47　群馬県
　　蛇紋石

48　山梨県
　　山崎石

49　山梨県
　　鹽山みかげ
　　(甲州みかげ）

50　長野県
　　柴石

51　長野県
　　湯ノ埼石

52　長野県
　　みかげ

46　長野県
　　金平石及鐵平石
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深成岩（主に花崗岩）

堆積岩
変成岩

火山岩（主に安山岩）
火成岩

採石場（石材産業年鑑2004年版,2004）
 1　北海道
    札幌軟石

 2　宮城県
    吾妻みかげ

 3　宮城県
    雄勝石

 4　宮城県
    伊達冠石

 5　宮城県
    とよま玄昌石

 6　宮城県
    磐梯みかげ

 7　宮城県
    松島石

 8　秋田県
    男鹿石

 9　秋田県
    十和田石

10　福島県
    青葉みかげ

11　福島県
    いわき桜みかげ

12　福島県
    浮金石

13　福島県
    紀山石

14　福島県
    黒森みかげ

15　福島県
    高太石

16　福島県
    白河石

17　福島県
    青光石

18　福島県
    大后石

19　福島県
    滝根みかげ

20　福島県
    天山石青小目みかげ
    大倉みかげ

21　福島県
    白馬みかげ

22　福島県
    八光石

23　福島県
    花塚みかげ

24　福島県
    都石

25　福島県
    深山ふぶき石

26　福島県
    和田山石

27　茨城県
    稲田みかげ

28　茨城県
    羽黒みかげ

29　茨城県
    真壁みかげ

30　栃木県
    芦野石

31　栃木県
    大谷石
    田下石

32　群馬県
    赤城小松石
    赤城真石

33　群馬県
    椚石

34　群馬県
    沢入みかげ
    渡良瀬みかげ

35　群馬県
    多胡石

36　東京都
    抗火石
    コーガ石

37　神奈川県
    小松石
    本小松石

38　神奈川県
    新小松石

39　神奈川県
    根府川石

40　山梨県
    甲州鞍馬石

41　山梨県
    山﨑石
    甲州小松石

42　山梨県
    塩山みかげ
    甲州みかげ

43　長野県
    売木石
    岩倉石

44　長野県
    佐久石

45　長野県
    鉄平石

46　新潟県
    草水みかげ

47　石川県
    戸室石

48　石川県
    日華石
    観音下石

49　福井県
    笏谷石

50　岐阜県
    恵那みかげ
    蛭川みかげ

51　岐阜県
    木曽石
    蛭川山石

52　静岡県
    柿木石

53　静岡県
    本場伊豆青石

54　静岡県
    六方石

55　愛知県
    足助みかげ

56　愛知県
    牛岩青石
    小呂青石
    吉祥石

57　愛知県
    宇寿石

58　愛知県
    花沢石

59　愛知県
    藤岡みかげ

60　愛知県
    額田中目石

61　愛知県
    稲武石

62　愛知県
    鍋田石

63　三重県
    那智黒石

64　京都府
    鞍馬石

65　大阪府
    能勢みかげ

66　兵庫県
    家島石

67　兵庫県
    竜山石

68　兵庫県
    姫路播磨本みかげ

69　兵庫県
    本御影石

70　兵庫県
    神鍋青みかげ

71　奈良県
    生駒石

72　和歌山県
    日本ロッソー

73　鳥取県
    岩美石

74　島根県
    来待石

75　岡山県
    北木石

76　岡山県
    白石島みかげ

77　岡山県
    万成石

78　岡山県
    矢掛石

79　広島県
    赤坂石

80　広島県
    尾立石

81　広島県
    議院石

82　山口県
    大嶺大理石
    秋吉大理石

83　山口県
    徳山石

84　徳島県
    阿波青石

85　香川県
    青木石

86　香川県
    庵治石

87　香川県
    小豆島石

88　香川県
    由良石

89　愛媛県
    大島石

90　福岡県
    八女石

91　福岡県
    行橋石

92　佐賀県
    唐津石

93　佐賀県
    天山みかげ

94　長崎県
    諫早石
    平島石

95　長崎県
　　肥前六方石

96　大分県
　　日田石
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深成岩（主に花崗岩）

堆積岩
変成岩

火山岩（主に安山岩）
火成岩
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